
 

 

 

 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

令 和 ３ 年 第 ３ 回  

別 海 町 議 会 定 例 会 会 議 録 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

 

自 令和 ３年 ９月１３日 

 

至 令和 ３年 ９月１７日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 海 町 議 会



 

- 1 - 

令和３年第３回定例会 

 

別 海 町 議 会 会 議 録 

 

第１号（令和 ３年 ９月１３日） 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

〇議事日程 

日程第 １        会議録署名議員の指名 

日程第 ２        議会運営委員会報告 

日程第 ３        会期決定の件 

日程第 ４        諸般の報告 

日程第 ５        行政報告 

日程第 ６        提出案件の概要説明 

日程第 ７ 議案第６２号 令和３年度別海町一般会計補正予算（第４号） 

日程第 ８ 議案第６３号 令和３年度別海町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 ９ 議案第６４号 令和３年度別海町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第１０ 議案第６５号 別海町自治基本条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１１ 認定第 １号 令和２年度別海町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第１２ 認定第 ２号 令和２年度別海町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第１３ 認定第 ３号 令和２年度別海町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第１４ 認定第 ４号 令和２年度別海町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程第１５ 認定第 ５号 令和２年度別海町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

日程第１６ 認定第 ６号 令和２年度別海町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定について 

日程第１７ 認定第 ７号 令和２年度町立別海病院事業会計決算認定について 

日程第１８ 認定第 ８号 令和２年度別海町水道事業会計決算認定について 

日程第１９ 報告第１１号 放棄した債権の報告について 

日程第２０ 報告第１２号 令和２年度決算に基づく別海町健全化判断比率及び資金不

足比率について 

日程第２１ 報告第１３号 専決処分の報告について（根室中部３号主要幹線改良舗装

工事） 

日程第２２ 報告第１４号 専決処分の報告について（中春別東町土砂災害警戒区域対

策工事） 

日程第２３ 報告第１５号 専決処分の報告について（町道本別誘導線交付金工事） 

 

 



 

- 2 - 

○会議に付した事件 

日程第 １        会議録署名議員の指名 

日程第 ２        議会運営委員会報告 

日程第 ３        会期決定の件 

日程第 ４        諸般の報告 

日程第 ５        行政報告 

日程第 ６        提出案件の概要説明 

日程第 ７ 議案第６２号 令和３年度別海町一般会計補正予算（第４号） 

日程第 ８ 議案第６３号 令和３年度別海町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 ９ 議案第６４号 令和３年度別海町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第１０ 議案第６５号 別海町自治基本条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１１ 認定第 １号 令和２年度別海町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第１２ 認定第 ２号 令和２年度別海町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第１３ 認定第 ３号 令和２年度別海町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第１４ 認定第 ４号 令和２年度別海町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程第１５ 認定第 ５号 令和２年度別海町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

日程第１６ 認定第 ６号 令和２年度別海町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定について 

日程第１７ 認定第 ７号 令和２年度町立別海病院事業会計決算認定について 

日程第１８ 認定第 ８号 令和２年度別海町水道事業会計決算認定について 

日程第１９ 報告第１１号 放棄した債権の報告について 

日程第２０ 報告第１２号 令和２年度決算に基づく別海町健全化判断比率及び資金不

足比率について 

日程第２１ 報告第１３号 専決処分の報告について（根室中部３号主要幹線改良舗装

工事） 

日程第２２ 報告第１４号 専決処分の報告について（中春別東町土砂災害警戒区域対

策工事） 

日程第２３ 報告第１５号 専決処分の報告について（町道本別誘導線交付金工事） 

 

 

 

○出席議員（１６名） 

     １番 宮 越 正 人         ２番 横 田 保 江 

     ３番 田 村 秀 男         ４番 小 椋 哲 也 

     ５番 外 山 浩 司         ６番 大 内 省 吾 

     ７番 木 嶋 悦 寛         ８番 松 壽 孝 雄 

     ９番 今 西 和 雄        １０番 小 林 敏 之 

    １１番 瀧 川 榮 子        １２番 松  政 勝 



 

- 3 - 

    １３番 中 村 忠 士        １４番 佐 藤  雄 

副議長 １５番 戸 田 憲 悦    議 長 １６番 西 原   浩 

 

○欠席議員（ ０名） 

 

○出席説明員 

町     長 曽 根 興 三    副  町  長 佐 藤 次 春     

教  育  長 登 藤 和 哉    代表監査委員 杉 本 義 久     

監 査 委 員 竹 中   仁    農業委員会会長 小 野 榮 一     

総 務 部 長 浦 山 吉 人    福 祉 部 長 今 野 健 一         

産業振興部長 門 脇 芳 則        建設水道部長 伊 藤 一 成         

教 育 部 長 山 田 一 志    会 計 管 理 者 中 村 公 一    

病 院 事 務 長  三 戸 俊 人        農業委員会事務局長 内 山   宏  

選挙管理委員会書記長 入 倉 伸 顕    総 務 部 次 長 入 倉 伸 顕         

産業振興部次長 佐々木 栄 典    教 育 部 次 長 石 川   誠         

総 務 課 長 入 倉 伸 顕        総合政策課長 寺 尾 真太郎         

財 政 課 長  川 具 哉    ふるさと応援・情報化推進室長 松 本 博 史         

税 務 課 長 伊 藤 輝 幸        防災交通課長 麻郷地   聡     

西春別支所長他 田 村 康 行    尾岱沼支所長他 福 原 義 人         

福 祉 課 長 干 場 みゆき        介護支援課長 高 橋 勇 樹         

保健課長兼母子センター長 干 場 富 夫        老人保健施設事務長 竹 中 利 哉         

農 政 課 長 小 野 武 史    水産みどり課長 佐々木 栄 典     

商工観光課長 田 畑 直 樹        管 理 課 長 松 田 勝 広     

建築住宅課長 川 畑 智 明        事 業 課 長 外 石 昭 博         

学 務 課 長 他 宮 本 栄 一    学校教育課長 池 田 卓 也     

生涯学習課長他 石 川   誠    中央公民館長 新 堀 光 行     

図 書 館 長 他 堺     啓 

 

○議会事務局出席職員 

 事 務 局 長 小 島   実    主     幹 入 田 浩 明 

 

○会議録署名議員 

    １０番 小 林 敏 之        １１番 瀧 川 榮 子 

    １２番 松  政 勝 



 

- 4 - 

 開会 午前１０時００分 

────────────────────────────────── 

◎開会宣告 

○議長（西原 浩君） おはようございます。 

会議に入ります前に申し上げます。 

本会期中は、広報及び報道関係者の写真撮影及びパソコンの使用と事務局のパソコンの 

使用を許可しておりますので、申し上げておきます。 

庁舎内は、夏季における服装の軽装化が実施されております。 

議場内においてもネクタイを着用しないことを許可しておりますので、あわせて申し上

げておきます。 

なお、新型コロナウイルス感染症対策のため、議場内ではマスクを着用するよう御協力 

をお願いいたします。 

ただいまから令和３年第３回別海町議会定例会を開会いたします。 

ただいま出席している議員は１６名であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（西原 浩君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により議長において指名いたします。 

１０番小林議員。 

○１０番（小林敏之君） はい。 

○議長（西原 浩君） １１番瀧川議員。 

○１１番（瀧川榮子君） はい。 

○議長（西原 浩君） １２番松議員。 

○１２番（松政勝君） はい。 

○議長（西原 浩君） 以上、３名を指名いたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議会運営委員会報告 

○議長（西原 浩君） 日程第２ 議会運営委員長から委員会の協議概要について報告 

があります。 

なお、本件は、報告のみであります。 

議会運営委員長。 

○議会運営委員長（小林敏之君） はい。 

９月２日及び９月８日に開催いたしました議会運営委員会で、第３回定例会に係る運営

等について協議をいたしましたので、その内容について報告申し上げます。 

第３回定例会に町側から提出されております案件は、全部で１７件であります。 

内容は、令和３年度各会計補正予算３件、条例の一部改正が１件、令和２年度各会計決

算認定８件、放棄した債権と決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告が２

件、工事請負契約の専決処分の報告が３件であります。 

これら提出案件のうち、各会計補正予算の３件と令和２年度各会計決算認定８件を除い

ては、委員会への付託は省略し、本会議において、質疑、討論、採決すべきものとし、令
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和３年度各会計補正予算及び令和２年度各会計決算認定については、予算決算審査特別委

員会に付託して慎重な審査をすべきものと決定いたしました。 

また、放棄した債権、決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率と工事請負契約の

専決処分の報告につきましては、報告のみであります。 

次に、会期及び議事日程であります。 

第３回定例会の会期は、９月１３日から９月１７日までの５日間とし、初日には、町長

提出議案の内容説明、質疑を行います。 

２日目は休会とし、令和３年度各会計補正予算の審査のため、予算決算審査特別委員会

を開催し、その後総務文教常任委員会を行います。 

３日目は、一般質問を行い、４日目は休会とし、産業建設、福祉医療の各常任委員会を

行います。 

５日目最終日は、付託案件の結果報告と町長提出議案の討論、採決を行い、その後議員

発議案件の内容説明、質疑、討論、採決等を行うことと決定しました。 

次に、一般質問であります。 

通告を受理しております一般質問は、田村議員、中村議員、瀧川議員、木嶋議員、外山

議員の５名で、全員が一問一答方式であります。 

質問の順番は、会議規則等運用規定に基づき、通告順に行うこととしました。 

議員各位、理事者におかれましては、効率的な議会運営と活発な政策議論となるよう、

町民にわかりやすい簡明かつ明確な質問や答弁に配慮されますようお願い申し上げます。 

次に、請願・陳情等についてであります。 

請願・陳情等に係る対応については、慎重に協議いたしました。 

その結果は、お手元に配付のとおりであります。 

陳情等の写しは、議員控室で閲覧できますので賛同される議員は、議員発議により提出

願います。 

次に、議員発議案件であります。 

現在、予定されております議員提出案件は、３件であります。 

内容は、「別海町議会基本条例の制定について」を私、小林が提出し、「コロナ禍によ

る厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書」と「国土強靱化に資する社

会資本整備等に関する意見書」を木嶋議員からそれぞれ提出されるもので、いずれも定例

会最終日に提案することになっております。 

最後に発言の機会の付与についてですが、町長ほか職員が、議長の許可により議員の質

問に対して、論点を明確にするためのもので、議会での議論が活性化し、議論のポイント

を町民の皆様にわかりやすくするために導入したものであります。 

町長を初め執行機関並びに議員各位には、その趣旨を十分御理解いただきますようお願

いいたします。 

以上で、議会運営委員会で協議しました内容の報告といたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第３ 会期決定の件 

○議長（西原 浩君） 日程第３ 会期決定の件を議題といたします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、本日から９月１７日までの５日間にしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は、本日から９月１７日までの５日間と決定いたしました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第４ 諸般の報告 

○議長（西原 浩君） 日程第４ 諸般の報告を行います。 

諸般の報告は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第５ 行政報告 

○議長（西原 浩君） 日程第５ 行政報告を行います。 

町長。 

○町長（曽根興三君） おはようございます。 

本日、令和３年第３回の町議会定例会を招集させていただきました。 

議員の皆様方におかれましては、時節柄大変お忙しい中、全員の御出席を賜りましたこ

とを感謝を申し上げます。 

定例会開会に当たりまして、行政報告を申し上げます。 

 初めに、新型コロナウイルス感染症についてでございます。 

 ８月以降、全国で新規感染者が急増し、第５波の急激な感染拡大に歯止めがかからない

事態になって、９月１２日までを期限としていた緊急事態宣言は、３０日まで延長される

こととなりました。 

 国のこの決定を受け、北海道でも１０日に対策本部が開催され、延長前とほぼ同様の措

置内容が示されましたけれども、本町においても同日対策本部を開催いたしました。 

公共施設については、町外の方の施設利用を引き続き控えていただくことを継続した上

で、一部の施設や活動を除き、感染防止策を講じた上で、開館を継続することといたしま

した。この間、空調設備の改修工事を行いました酪農工場乳加工体験施設、また、農漁村

加工体験施設につきましても、空調設備環境が整ったことから同様に開館することといた

しました。 

 町民の皆様には、引き続き基本的な感染防止行動を徹底していただくということの上

で、必要に応じ施設等を御利用いただき、制限が多い日常にあってもストレスをため込ま

ずに、なるべく普段どおりのお気持ちでお過ごしいただければと願っております。 

なお、施設利用が原因としての感染やクラスター発生のおそれが考えられる場合には、

施設の利用中止等の対応をさせていただく場合もあることを、あらかじめ御理解いただき

ますようお願い申し上げます。 

 さて、８月１８日に再設置をした町立別海病院の感染者対応病床では、昨日９月１２日

現在、１人の方を受け入れております。 

 ８月のピーク時には、最大で６人が入院されたこともあったことから、現時点ではだい

ぶ落ち着いてきたという感もありますけれども、近隣の町でのクラスター発生という状況

も踏まえ、気を緩めずに緊張感を持って、今後も感染対策等を取り組んでいきたいと考え

ております。 

 次に、新型コロナウイルスワクチン接種事業についてでございますけれども、６月５日

から一般高齢者を対象に開始し、その後、基礎疾患をお持ちの方、６０歳から６４歳の方

など順次接種を進めまして、６月からは、クラスター発生防止を目的といたしまして、認
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定こども園など児童福祉施設の従事者及び障害者支援施設等の入所者への接種を実施し、

７月からは、教職員等の学校関係者及び中学生・高校生に対する接種を一般接種と並行し

て実施してまいりました。 

 これらクラスター発生防止を目的とした接種は８月末でおおむね完了し、現在は、１０

代及び２０代の若い世代まで接種が進んでおります。 

 また、接種券の発送は、８月末時点で満１２歳を迎えた小学生、これに対して９月２日

に発送を終え、これにより接種対象者となる方々への発送はおおむね完了したところでご

ざいます。 

 ワクチンの接種状況は、これまで町立別海病院の医師の皆様方、医療スタッフ、関係職

員の御尽力によりまして、おおむね順調に進められております。昨日９月１２日時点で、

全接種対象者中、１回目の完了者が８３.９％、２回目の完了者が６１.７％となっていま

す。 

 町では、接種を希望される全ての方に対し、１０月末までに２回の接種を完了できるよ

う、引き続き円滑なワクチン接種の実施に努めてまいりますので、御理解をお願い申し上

げます 

 それでは、ここから産業の動向について、報告をいたします。 

 酪農畜産情勢ですが、町内の生乳生産は、本年１月から７月末までで、２９万   

８,０００トン、これは対前年比に対して１０１％、販売額で言いますと３１２億７,００

０万円、これは対前年比にしますと９９.７％、ちょっと下がっておりますけれども、い

ずれも前年並みに推移しております。 

 牧草の生育状況につきましては、７月中旬から下旬の高温小雨から、８月に入ると極端

な多雨日照不足に転じた影響もあり、９月１日現在の収穫状況では、例年よりも４日ほど

遅い状況となっております。 

 一方、飼料用トウモロコシにつきましては、平年より５日早い生育状況となっておりま

す。 

 また、家畜の暑熱被害ですけれども、これにつきましては７月１日から８月３１日まで

の間で、３頭が日射病及び熱射病を発症し、１頭が廃用となり、残り２頭は回復している

状況です。 

 次に、水産業の状況です。 

 野付・別海両漁協における本年８月までの漁獲量は、水揚数量では２万４,４００ト

ン、これは対前年比で言いますと１３０％でございます。金額で申し上げますと６０億

７,４００万円、これは対前年比で１６０％となっており、昨年よりも大きく上回り、こ

れは例年の水揚げに戻りつつあるという状況でございます。 

 これは、昨年、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、海外輸出や国内向けの生鮮

出荷が停滞していたホタテ漁が、中国や台湾などへの活貝の輸出が今期好調に推移してい

るために、大きく上回った要因となっております。 

 一方で、本町の主要漁業である秋サケ定置網漁は、例年９月１日に解禁しているところ

でございますけれども、川への遡上数確保のため、自主規制によりまして５日間遅らせま

して、９月６日から操業が始まり、水揚げ状況は昨年の同時期と比較しますと、若干上回

るものの、例年から比べると低調な滑り出しとなっております。 

 今年の根室海区における来遊予測では、記録的な不漁であった昨年よりもさらに  

６.７％を下回る、全体で１６１万匹という予想されておりまして、漁獲量に大変危惧を
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しているところでございます。 

 今年は、昨年よりも秋サケが地場に戻りやすい水温になっているとも聞いてはいます

が、本格操業に向けて、今後の来遊状況や価格の動向に期待を寄せているところでござい

ます。 

 次に、商工業と観光についてです。 

 別海町中小企業振興行動指針に基づく担い手育成の一環として、昨年に引き続き、７月

に別海高校生徒と地元企業との懇談会を実施いたしました。 

 懇談会には、企業１０社が参加しまして、生徒は２０名の生徒が参加いたしました。 

 生徒と企業が直接対話することで、業務内容や職種への理解が深まり、地元企業への就

職希望者の増加と、そして、就職後の早期離職の防止、これの一助になるものと考えてお

ります。 

 観光客の入込数につきましては、７月末現在で５万４,０００人と、前年の３万   

８,０００人よりは若干増加しておりますけれども、コロナウイルス感染症の影響による

イベントの中止や外出自粛要請によりまして、とても例年どおりに回復したとは言い難い

状況が続いております。 

 一日も早く、コロナウイルス感染症が終息を迎え、交流人口が以前と同様の増加するこ

とを願うばかりでございます。 

 建設工事等の発注状況でございますけれども、これは８月末現在で、工事及び業務委託

を合わせまして、８６件、金額で約１４億６,０００万円と、今年度予定の６４％を発注

しておりまして、おおむね計画どおり進捗している状況です。 

 今後の入札につきましては、工事では２カ年国債、２年にまたがる国債での道路工事、

また、業務委託では、町有車両による除雪業務など予定しているところでございます。 

 以上をもちまして、行政報告とさせていただきます。 

────────────────────────────────── 

◎日程第６ 提出案件の概要説明 

○議長（西原 浩君） 日程第６ 提出案件の概要について説明があります。 

○副町長（佐藤次春君） 議長。 

○議長（西原 浩君） 副町長。 

○副町長（佐藤次春君） はい。 

それでは、本定例会に提出いたしました議案等について、その概要を説明いたします。 

なお、提案理由につきましては、議案等が上程されました際に詳細を説明いたしますの 

で、私からは概略の説明とさせていただきます。 

提出いたしました案件は議案が４件、認定が８件、報告が５件であります。 

議案第６２号は、令和３年度一般会計補正予算です。 

主な内容ですが、中山間地域等直接支払交付金事業や、コロナ禍の影響により執行中止

となった事務事業の精査などにより、関連する事業費を減額する一方で、ふるさと応援寄

附金の積立金、ふるさと応援制度推進事業、新型コロナウイルスワクチン接種事業の増額

や、新型コロナウイルス感染症対策として実施する、私立認定こども園空調機器設置補助

事業、民間高齢者施設の防災・減災対策推進事業に対する間接補助事業、酪農研修牧場の

財務健全化に向けた取り組みに対する負担金事業などの、これらの増額により、５億４,

７７０万円を増額補正するものであります。 

次に、議案第６３号令和３年度国民健康保険特別会計補正予算は、コロナ禍の影響によ
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り執行中止となった事務事業の精査などにより、関連する経費を減額する一方で、令和２

年度決算確定に伴う、国民健康保険災害等臨時特別補助金及び新型コロナウイルス感染症

の財政負担に対する保険給付費等特別交付金の精算返還金により、４,４６０万円を増額

補正するものであります。 

議案第６４号令和３年度介護保険特別会計補正予算は、コロナ禍の影響により執行中止

となった事務事業の精査などによって、関連する経費を減額する一方で、令和２年度の介

護給付費等精算返還金を計上し、１,６６０万円を増額補正するものであります。 

次に、議案第６５号別海町自治基本条例の一部改正については、本条例の制定から１０

年が経過しており、この内容に関し、条例自体の根幹に関わるものではありませんが、表

現や表記について修正する箇所があることから、このたび、所要の改正を行おうとするも

のです。 

 認定第１号から認定第８号までの８件は、令和２年度各会計決算の認定についてです。 

 地方自治法の規定に基づき、各会計の決算について監査委員の意見をつけて議会の認定

に付するものです。 

 報告第１１号は、放棄した債権の報告についてです。  

 別海町債権管理条例に基づき令和２年度中に放棄した債権について、議会に報告するも

のです。 

 報告第１２号令和２年度決算に基づく別海町健全化判断比率及び資金不足比率について

は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、監査委員の意見を付して議会に

報告するものです。 

 報告第１３号から報告第１５号は、専決処分の報告についてです。  

 いずれも工事請負契約の一部を変更する必要が生じ専決処分を行ったことから、その内

容について議会に報告するものであります。 

以上で、提出いたしました議案の概要説明とさせていただきます。 

御審議の上、御決定を賜りますようお願いを申し上げます。 

 

────────────────────────────────── 

◎委員会付託省略の議決 

○議長（西原 浩君） ここでお諮りします。 

本定例会に提出されております日程第１０ 議案第６５号については、会議規則第３９ 

条第３項の規定に基づき、委員会の付託は省略したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

 したがって、日程第１０ 議案第６５号については、委員会の付託は省略することに決 

定いたしました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第７ 議案第６２号から日程第９ 議案第６４号まで 

○議長（西原 浩君） 日程第７ 議案第６２号令和３年度別海町一般会計補正予算（第 

４号）、日程第８ 議案第６３号令和３年度別海町国民健康保険特別会計補正予（第２

号）、日程第９ 議案第６４号令和３年度別海町介護保険特別会計補正予算（第２号）の

３件については、別海町議会会議規則第３７条の規定により一括議題といたします。 
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内容について順次説明を求めますが、ここで説明者に申し上げます。 

この３件の補正予算については、予算決算審査特別委員会に付託し詳細な審査をしたい 

と考えておりますので、内容については要点のみにとどめて説明願います。 

それでは初めに、議案第６２号令和３年度別海町一般会計補正予算（第４号）の説明を

求めます。 

○財政課長（川具哉君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（川具哉君） はい。 

議案第６２号の内容説明させていただきます。 

別冊の令和３年度別海町一般会計補正予算書の１ページをお開きください。 

令和３年度別海町一般会計補正予算（第４号）。 

令和３年度別海町一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

第１条、歳入歳出予算の補正。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５億４,７７０万円を追加し、歳入歳出予算の 

総額を歳入歳出それぞれ２００億３,１１０万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入 

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

第２条、債務負担行為の補正。 

債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為補正」による。 

第３条、地方債の補正。 

地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

２ページをお開きください。 

第１表、歳入歳出予算補正で補正額の欄で申し上げます。 

まず、歳入です。 

１款町税、２項で２,７２２万１,０００円の増。 

１０款地方特例交付金、１項で２７３万４,０００円の減。 

１１款地方交付税、１項で１億７,３４１万円の増。 

１５款国庫支出金、１項と２項で７,８７１万５,０００円の増。 

１６款道支出金、２項で１億８,４４３万円９,０００円の減。 

１７款財産収入、２項で８３万４,０００円の増。 

１８款寄附金、１項で７億３０万円の増。 

１９款繰入金、１項で１億６,２３５万９,０００円の減。 

２０款繰越金、１項で１,０３１万５,０００円の増。 

２１款諸収入、５項で１１万９,０００円の減。 

２２款町債、１項で９,３４４万４,０００円の減。 

歳入合計で５億４,７７０万円の追加です。 

次に、３ページにお進みください。 

歳出です。 

１款議会費、１項で１５４万９,０００円の減。 

２款総務費、１項から４項で７億９６４万円の増。 

３款民生費、１項と２項で２,３９２万６,０００円の増。 

４款衛生費、１項で５,２７７万５,０００円の増。 
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６款農林水産業費、１項で２億２,３９３万６,０００円の減。 

７款商工費、１項で３３１万７,０００円の減。 

８款土木費、１項と２項及び４項で２２３万３,０００円の減。 

９款消防費、１項で１１万３,０００円の減。 

１０款教育費、１項と５項及び６項で７４９万３,０００円の減。 

歳出合計で５億４,７７０万円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額をそれぞれ 

２００億３,１１０万円とするものです。 

４ページをお開きください。 

第２表、債務負担行為補正で、１件の追加です。 

酪農研修牧場円滑化支援事業負担金は、酪農研修牧場の持続的研修機能の強化に向けた

取り組みに対し、負担金を支出するもので、期間は、令和４年度から令和６年度までの３

年間、限度額は６,０００万円とするものです。 

 次に、第３表、地方債補正で、１件の変更です。 

 臨時財政対策債は、発行可能額の決定により、補正前の限度額から９,３４４万   

４,０００円を減額し、補正後の限度額を３億８,１５５万６,０００円とするもので、起

債の方法、利率、償還の方法については変更がありません。 

一番下段、合計になりますが、補正前の限度額１６億６,０１０万円から９,３４４万 

４,０００千円を減額し、補正後の限度額を１５億６,６６５万６,０００円とするもので

す。 

次の、５ページから３０ページまでの歳入歳出補正予算事項別明細書の説明は、全て省

略をさせていただきます。 

以上で、議案第６２号一般会計補正予算（第４号）の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 次に、議案第６３号令和３年度別海町国民健康保険特別会計補正

予算（第２号）の説明を求めます。 

○福祉部長（今野健一君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 福祉部長。 

○福祉部長（今野健一君） はい。 

 議案第６３号の内容説明をいたします。 

 別冊の令和３年度別海町国民健康保険特別会計補正予算書の１ページをお開きくださ

い。 

令和３年度別海町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）。 

令和３年度別海町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによ 

る。 

第１条、歳入歳出予算の補正。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４,４６０万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ２５億３,５００万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入 

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

２ページをお開きください。 

第１表、歳入歳出予算補正です。 

補正額の欄で申し上げます。 

まず、歳入です。 
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４款繰入金、２項で２,４６５万７,０００円の増。 

５款繰越金、１項で１,９９４万３,０００円の増。 

歳入合計で４,４６０万円の増額です。 

次に、歳出です。 

１款総務費、１項で２５万７,０００円の減。 

５款保健事業費、１項で１０万円の減。 

７款諸支出金、１項で４,４９５万７,０００円の増。 

歳出合計で４,４６０万円を増額し、補正後の歳入歳出予算の総額をそれぞれ２５億   

３,５００万円とするものです。 

３ページから８ページまでの歳入歳出補正予算事項別明細書の説明は省略をさせていた

だきます。 

以上で、議案第６３号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 次に、議案第６４号令和３年度別海町介護保険特別会計補正予算

（第２号）の説明を求めます。 

○介護支援課長（高橋勇樹君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 介護支援課長。 

○介護支援課長（高橋勇樹君） 議案第６４号の内容説明をいたします。 

別冊の令和３年度別海町介護保険特別会計補正予算書１ページをお開きください。 

令和３年度別海町介護保険特別会計補正予算（第２号）。 

令和３年度別海町介護保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

第１条、歳入歳出予算の補正。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,６６０万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１２億１２０万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入 

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

１ページをお開きください。 

第１表、歳入歳出予算補正です。 

補正額の欄で説明します。 

まず、歳入です。 

１款保険料、１項で２３１万６,０００円の増。 

３款国庫支出金、２項で１０２万８,０００円の減。 

７款繰入金、２項で１,３６６万２,０００円の増。 

８款繰越金、１項で１６５万円の増。 

歳入合計で１,６６０万円の増額です。 

次に、歳出です。 

１款総務費、１項で９万１,０００円の減。 

３款地域支援事業費、３項で２６万１,０００円の減。 

５款諸支出金、１項で１,６９５万２,０００円の増。 

歳出合計で１,６６０万円を増額し、補正後の歳入歳出予算の総額をそれぞれ１２億  

１２０万円とするものです。 

３ページから８ページの歳入歳出補正予算事項別明細書につきましては、説明を省略い

たします。 
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以上で、議案第６４号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 以上で、議案第６２号から議案第６４号までの令和３年度別海町

各会計補正予算の３件についての内容説明が終わりました。 

 お諮りします。 

 ただいま上程中の令和３年度別海町各会計補正予算の３件については、予算決算審査特

別委員会に付託の上、審査することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６２号から議案第６４号までの３件については、予算決算審査特別

委員会に付託の上、審査することに決定いたしました。 

お諮りします。 

ただいま全員による予算決算審査特別委員会に付託されましたので、本会議での質疑は

省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、本会議での質疑は省略することに決定いたしました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１０ 議案第６５号 

○議長（西原 浩君） 日程第１０ 議案第６５号別海町自治基本条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

○総合政策課長（寺尾真太郎君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（寺尾真太郎君） はい。 

 議案第６５号別海町自治基本条例の一部を改正する条例の制定について、内容を説明い

たします。 

 議案は、４ページ、議案資料は１ページから４ページになります。 

別海町自治基本条例は、多くの町民との関わりを経まして、本町のまちづくりに関する

最高規範として平成２３年４月１日に施行されてから、本年で、ちょうど１０年を迎えま

した。 

この間、町民・地域コミュニティ、そして、議会・行政が、本条例の下、協働をテーマ

にまちづくりを進め、あわせて、その推進に係る達成度などについては、町民からなる自

治推進委員会により、総合的に検証・検討されてまいりました。 

現在も自治基本条例に掲げられる、協働のまちづくりへの成熟に向け、まだまだ発展の

最中にありますので、今回の改正は、条例の根幹部分に触れるものではございません。 

しかし、制定から１０年という節目を迎え、条文には、より適切な表現を用いること、

そして、草案として示されておりました「別海町議会基本条例案」との文言の整合を図る

ことを目的に、自治推進委員会での検討を経て、本案を提出するものであります。 

それでは、議案本文の朗読は省略させていただき、議案資料で説明いたします。 

議案資料の１ページお開きください。 
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条例の新旧対照表で、右側が改正前、左側が改正後となっています。 

第３条第３号、行政の用語の定義において、改正前の「町長及び」を削り、改正後にお

いて、執行機関の後に「並びにその補助機関及び附属機関」を加え、また、次の第３条第

４号、執行機関の用語の定義において、改正前の「町長部局」を「町長」に改めるもので

す。 

これにつきましては、これまで町長を執行機関に含めていませんでしたが、自治法等に

基づく一般的な定義として、町長は執行機関であるため、本条例上の定義もそれにならう

ものです。 

次に、第１６条第１項では、改正前の「住民・議会及び町長の発議により」の「及び」

を「又は」に改めるものです。 

こちらは、及びを用いると、住民投票を行うには、住民・議会・町長の３者の発議が必

要であると読み取れるため、又はを用い、いずれかの発議で良いという本来の趣旨を明ら

かにするための改正です。 

続きまして、２ページにわたり、議会の設置に関する改正前第２５条の、町民の「信

託」、１つ飛ばしまして、議員の責務に関する改正前第２９条第１項の、町民の「信託」、

そして、３ページをお開きいただき、町長の設置に関する改正前第３２条の、町民の「信

託」、これらの「信託」という文言を、改正後において、それぞれ「負託」に改めるもの

です。 

これらですが、負託は、責任を持たせて任せるという意味でありまして、議会の設置や

議員の責務、そして町長の設置を成文化するうえで、信託よりも適しているため、改正す

るものです。 

２ページにお戻りいただきまして、第２８条です。 

改正前の第２８条第１項「この条例の基本理念、基本原則及び本条例の定め」とありま

すが、基本理念も基本原則もの条例で定められているものであり、並列して本条例の定め

という文言で結んでいるため、重複しております。よって、改正前の「及び本条例の定

め」を、改正後において「その他の規定」に改めるものです。 

なお、同様の趣旨で、次の第２９条第１項、続く、第３１条第 1項、３ページをお開き

いただきまして、第３３条第１項、そして、第３４条第１項をそれぞれ改正しております。 

また、第３４条の見出しにおきましては、改正前の「執行機関」を、改正後において

「行政」に改めております。 

これにつきましては、「行政」の用語定義の改正にあわせたものとなっております。 

４ページにお進みください。 

第４５条の改正は、その第２項で改正前の「前項の規定により」を、改正後において

「委員会からの意見等を参考に検討し」に改めるものです。 

これは、前項、第１項の規定は、自治推進委員会を設置するという規定であり、この設

置規定と、第２項の「条例の見直しが必要な場合」に至るまでの結びつきがわかりにくい

条文でありますことから、その前提について具体的に記述し、わかりやすく整理するもの

です。 

その他、３ページの第３３条第４項、３ページ下段から４ページ前段の第３６条第２項、

続く、第３７条第４項につきましては、ほかの条文との整合のため、改正前と後において、

漢字表記をひらがな表記にする整理を併せて行っております。 

最後に、附則としまして、「この条例は、公布の日から施行する。」とするものです。 
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以上、議案第６５号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第６５号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

 ここで、１０分間休憩いたします。 

午前１０時５０分 休憩 

────────────── 

午前１１時００分 再開 

○議長（西原 浩君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１１ 認定第１号から日程第１８ 認定第８号 

○議長（西原 浩君） 日程第１１ 認定第１号令和２年度別海町一般会計歳入歳出決算

認定について、日程第１２ 認定第２号令和２年度別海町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について、日程第１３ 認定第３号令和２年度別海町下水道事業特別会計歳入歳

出決算認定について、日程第１４ 認定第４号令和２年度別海町介護サービス事業特別会

計歳入歳出決算認定について、日程第１５ 認定第５号令和２年度別海町介護保険特別会

計歳入歳出決算認定について、日程第１６ 認定第６号令和２年度別海町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１７ 認定第７号令和２年度町立別海病院事

業会計決算認定について、日程第１８ 認定第８号令和２年度別海町水道事業会計決算認

定についての８件については、別海町議会会議規則第３７条の規定により一括議題といた

します。 

 内容について順次説明を求めますが、ここで説明者に申し上げます。 

 この８件の決算認定については、予算決算審査特別委員会に付託し詳細な審査をしたい

と考えておりますので、内容については要点のみにとどめて説明願います。  

○副町長（佐藤次春君） 議長。 

○議長（西原 浩君） 副町長。 

○副町長（佐藤次春君） はい。 

 認定第１号から認定第８号までの令和２年度別海町各会計決算についてですが、決算書

が大冊ですので、議案資料により決算の概要を一括して説明し、議案説明とさせていただ

きます。 

 それでは、議案資料の５ページをお開きください。 

 資料は、５ページから７ページまでです。 

 ６ページから説明をいたします。 

 最初に、令和２年度別海町一般会計及び特別会計「決算概要」です。 

 １、一般会計及び特別会計「決算概要」。 

 単位は、円で表示をしております。 

認定番号、会計名、歳入収入済額、歳出支出済額、歳入歳出差引残額、うち基金繰入額

の順に申し上げます。 

１、一般会計、収入済額で２０５億９,５５９万５,５１８円、支出済額２０５億  
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２,８７３万９,９５７円、差引残額６,６８５万５,５６１円、うち基金繰入額は   

４,０００万円となっております。 

２、国民健康保険特別会計、収入済額２４億４,２０４万８,２９２円、支出済額２４億

１０９万５,１９７円、差引残額で４,０９５万３,０９５円、うち基金繰入額２,１００万

円。 

３、下水道事業特別会計、収入済額で６億７,３９１万４,９２０円、支出済額で６億

７,３７７万７,４６５円、差引残額１３万７,４５５円。 

４、介護サービス事業特別会計、収入済額で４億８,４８９万７,４３２円、支出済額で

４億８,４７８万４,６５４円、差引残額で１１万２,７７８円。 

５、介護保険特別会計、収入済額で１１億１,２３８万６,６５１円、支出済額で１１億

７７２万６,２５１円、差引残額４６６万４００円、基金繰入額が３００万円です。 

６、後期高齢者医療特別会計、収入済額１億８,６０４万２,６６６円、支出済額で１億   

８,５５８万７,１６６円、差引残額で４５万５,５００円となっております。 

次に、下段の２、一般会計及び特別会計「実質収支に関する調書」。 

単位は、千円で表示をしております。 

認定番号、会計名、歳入総額、歳出総額、歳入歳出差引額、翌年度へ繰り越すべき財

源、実質収支額、うち基金繰入額の順に申し上げます。 

 １、一般会計、２０５億９,５５９万６,０００円、歳出総額２０５億２,８７４万円、

差引額６,６８５万６,０００円、翌年度へ繰り越すべき財源の繰越明許費繰越額６５４万

円、実質収支額は６,０３１万６,０００円、うち基金繰入額４,０００万円。 

 ２、国民健康保険特別会計、２４億４,２０４万８,０００円、歳出総額２４億１０９万

５,０００円、差引額４,０９５万３,０００円、実質収支額は同額の４,０９５万   

３,０００円、基金繰入額は２,１００万円。 

３、下水道事業特別会計、６億７,３９１万４,０００円、歳出で６億７,３７７万  

７,０００円、差引額で１３万７,０００円、繰越明許費繰越額６万円、実質収支額は７万

７,０００円。 

４、介護サービス事業特別会計、４億８,４８９万７,０００円、歳出総額４億   

８,４７８万５,０００円、差引額で１１万２,０００円、実質収支額につきましても同じ

く１１万２,０００円。 

５、介護保険特別会計、１１億１,２３８万６,０００円、歳出で１１億７７２万  

６,０００円、差引額で４６６万円、実質収支額につきましても同額の４６６万、うち基

金繰入額につきましては３００万円。 

６、後期高齢者医療特別会計、１億８,６０４万２,０００円、歳出で１億８,５５８万 

７,０００円、差引額で４５万５,０００円、実質収支額につきましても同額の４５万 

５,０００円となっております。 

次に、資料の７ページです。 

令和２年度別海町一般会計及び特別会計決算「財産の概要」についてです。 

初めに、１の公有財産ですが、決算年度末の数値で申し上げます。 

土地地積合計、９,２９９万３,１８０平方メートル。 

建物延面積合計、２２万４,７０８平方メートル。 

山林面積合計、６,６１８万９,４８９平方メートル。 

山林立木推定蓄積量合計、７３万４,０１３立方メートル。 



 

- 17 - 

有価証券の合計、株券で１億１,５６７万円。 

出資による権利の合計、９億９,８７４万円。 

次に、右側の２の物品・債権・基金についてです。 

決算年度末の数字で申し上げます。 

物品の合計、車両で１５９台。 

債権合計、貸付金で６,７６５万１,０００円。 

基金合計、２５基金の預金額で３０億２,７３７万円。 

再掲ですが、定額運用基金の状況です。 

運用基金につきましては、基金会計が直接支出できるものですけれども、これにつきま

しても年度末残高で申し上げます。 

早坂善也奨学基金、預金で２４１万５,０００円。 

土地開発基金、預金額で１億９６万５,０００円。 

なお、土地開発基金の土地については、ゼロとなっております。 

次に、下段の、令和２年度別海町各企業会計「決算概要」です。 

単位は、円で表示をしております。 

７の町立別海病院事業会計、収益的収入及び支出の事業収益、決算額で２２億   

４,３３７万７,８７９円、事業費用決算額では２３億１,６４２万４,９７５円、資本的収

入及び支出では、資本的収入決算額で５億３,２１９万１,０００円、資本的支出決算額で

６億１,５２４万３,５７２円となっております。 

次に、８の水道事業会計では、収益的収入及び支出の事業収益決算額で１０億   

６,６２６万７,８７７円、事業費用決算額で８億３,３８０万２,１５６円、資本的収入及

び支出では、資本的収入決算額で１億７,９３０万３,０００円、資本的支出決算額で５億

３,８２５万７,３１５円となっております。 

以上、認定第１号から認定第８号までの各会計決算の要点について説明をさせていただ

きました。 

なお、本件認定につきましては、決算書に監査委員の各会計決算審査意見書をつけ、主

要な施策の成果一覧表を添付しておりますので、申し添えます。  

以上で、説明を終わります。  

○議長（西原 浩君） お諮りします。 

 ただいま上程中の令和２年度別海町各会計決算認定の８件については、予算決算審査特

別委員会に付託の上、審査することにしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第１号から認定第８号までの８件については、予算決算審査特別委員

会に付託の上、審査することに決定いたしました。 

お諮りします。 

ただいま全員による予算決算審査特別委員会に付託されましたので、本会議での質疑は

省略したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 
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したがって、本会議での質疑は省略することに決定いたしました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１９ 報告第１１号 

○議長（西原 浩君） 日程第１９ 報告第１１号放棄した債権の報告についてを議題と

いたします。 

 内容について説明を求めます。 

 なお、本件は、報告のみでありますことを申し添えます。 

○財政課長（川具哉君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（川具哉君） はい。 

報告第１１号の内容説明をいたします。 

議案の１４ページをお開きください。 

報告第１１号放棄した債権の報告について。 

本件は、別海町債権管理条例第１６条の規定に基づき、放棄した債権について同条例第

１７条の規定により報告をするものです。 

議案の１５ページにお進みください。 

令和２年度債権放棄調書になります。 

債権の名称及び債権放棄の理由ごとに御説明いたします。 

初めに、住宅使用料です。 

条例第１６条第１号、生活保護法による保護を受けており、資力の回復が困難である理

由によるものは、２人、５５件で、１,４９７,６００円。 

条例第１６条第６号、消滅時効が完成し、かつ所在不明等により債務の履行意志の有無

を確認することができない理由によるもので、１人、２７件で、５５１,４００円です。 

住宅使用料合計で、３人、８２件で、２,０４９,０００円です。 

次に、町立別海病院の診療費です。 

条例第１６条第１号、生活保護法による保護を受けており、資力の回復が困難である理

由によるものは、１人、１件で、５０,０００円です。 

最後に、水道料金です。 

条例第１６条第１号、生活保護法による保護を受けており、資力の回復が困難である理

由によるものは、１人、５３件で、２３,６３６円。 

条例第１６条第４号、徴収停止の措置を執った日から相当の期間を経過した後において

も、なお履行させることが困難又は少額の債権額に対して徴収経費が上回るなど不適当で

ある理由によるものは、７人、６９件で、１０５,６８３円、水道料金合計で、８人、 

１２２件で、１２９,３１９円です。 

いずれも、令和３年３月に債権放棄をしております。  

以上で、報告第１１号の内容説明を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２０ 報告第１２号 

○議長（西原 浩君） 日程第２０ 報告第１２号令和２年度決算に基づく別海町健全化

判断比率及び資金不足比率についてを議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

 なお、本件は、報告のみでありますことを申し添えます。 
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○財政課長（川具哉君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（川具哉君） はい。 

 報告第１２号の内容説明をいたします。 

議案の１６ページをお開きください。 

報告第１２号令和２年度決算に基づく別海町健全化判断比率及び資金不足比率につい

て。 

本件につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律において毎年度健全化

判断比率を、公営企業においては資金不足比率を、その算定の基礎となる事項を記載した

書類とともに監査委員の審査に付し、その意見をつけて当該各比率を議会に報告し、かつ

公表しなければならないと規定されており、ここに報告をするものです。 

なお、監査委員の意見につきましては、令和２年度決算財政健全化審査及び経営健全化

審査意見書を別に配付させていただいております。 

また、本日、議会への報告と併せて、町のホームページ上でも公表を、「広報べつか

い」には、決算の状況と併せて公表予定でありますことを申し添えます。 

それでは、各比率の状況について御説明いたします。 

下の表を御覧ください。 

まず、最初の表で、健全化判断比率です。 

健全化判断比率には、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比

率の４つの指標があります。 

１つ目の実質赤字比率は、一般会計の実質的な赤字額が標準財政規模に占める比率を表

し、財政運営の深刻度を示すもので、この比率が生じた場合には赤字の早期解消を図る必

要があります。 

令和２年度の一般会計の決算は黒字となったことから、赤字比率は生じておりません。 

２つ目の連結実質赤字比率は、公営企業会計を含む全ての会計を合算し、赤字の程度を

示すものですが、一般会計及び特別会計の全ての会計で黒字決算、また、公営企業会計

は、流動資産が対象となる流動負債を上回っていることから、こちらも赤字比率は生じて

いません。 

３つ目の実質公債費比率は、地方債元利償還金などの債務が標準財政規模に占める比率

を表し、債務の財政負担の大きさや資金繰りの危険度を示すもので、過去３カ年の平均比

率となります。 

令和２年度の比率は１２.３％となり、地方債の発行が制限される早期健全化基準の 

２５.０％や、財政再生計画を義務づけられる財政再生基準の３５.０％を大きく下回って

おりますが、前年度比較では０.３％の増となりました。 

４つ目の将来負担比率は、地方債元利償還金や債務負担行為額の将来負担すべき実質的

な債務が標準財政規模に占める比率を表し、債務の負担が将来財政を圧迫する可能性が高

いかどうかを示すものです。 

令和２年度の比率は８０.０％で、こちらも早期健全化基準である３５０.０％を大きく

下回ってはおりますが、前年度からは２.０％の増となりました。 

次に、その下の表で、資金不足比率です。 

資金不足比率は、公営企業の経営状況を表す指標で、公営企業の資金不足額が事業規模

に占める比率を表します。 
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本町では、下水道事業特別会計、町立別海病院事業会計、別海町水道事業会計の公表と

なりますが、令和２年度は、３つの会計全てにおいて資金不足額がなかったことから、資

金不足比率は生じていない内容となっております。 

以上で、報告第１２号の内容説明を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２１ 報告第１３号から日程第２３ 報告第１５号まで 

○議長（西原 浩君） 日程第２１ 報告第１３号専決処分の報告について、根室中部３

号主要幹線改良舗装工事、日程第２２ 報告第１４号専決処分の報告について、中春別東

町土砂災害警戒区域対策工事、日程第２３ 報告第１５号専決処分の報告について、町道

本別誘導線交付金工事の３件については、別海町議会会議規則第３７条の規定により一括

議題といたします。 

 内容について順次説明を求めます。 

 なお、本件は、報告のみでありますことを申し添えます。 

○財政課長（川具哉君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（川具哉君） はい。 

報告第１３号から第１５号の３件につきましては、一括して説明させていただきます。 

議案の１７ページをお開きください。 

報告第１３号から第１５号の専決処分の報告につきましては、いずれも地方自治法第 

１８０条第１項の規定に基づき、議会の議決により指定された工事請負契約に変更の必要

性が生じ、専決処分を行いましたので、同条第２項の規定により報告するものです。 

各報告につきましては、順次、専決処分書を朗読し、説明させていただきます。 

最初に、報告第１３号の専決処分書を朗読いたします。 

専決処分書。 

地方自治法第１８０条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。 

令和３年８月３１日。 

別海町長、曽根興三。 

工事請負契約の一部変更について。 

令和２年１２月１８日議案第１０１号により議決を経て締結した、根室中部３号主要幹

線改良舗装工事請負契約の一部を次のように変更する。 

契約金額「１億４,５８６万円（内消費税及び地方消費税額１,３２６万円）」を「１億

４,６２４万５,０００円（内消費税及び地方消費税額１,３２９万５,０００円）」に改め

る。 

変更の内容につきましては、道路法面工において、当初、芝の種の吹き付けでの仕上げ

を予定していたところ、土壌の関係から張芝に変更したことにより、３８万５,０００円

の増額となったものです。 

次に、報告第１４号。 

議案１８ページをお開きください。 

報告第１４号の専決処分書を朗読いたします。 

専決処分書。 

地方自治法第１８０条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。 

令和３年８月３１日。 
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別海町長、曽根興三。 

工事請負契約の一部変更について。 

令和２年９月１８日議案第７８号により議決を経て締結、令和３年５月７日に専決処分

した、中春別東町土砂災害警戒区域対策工事請負契約の一部を次のように変更する。 

契約金額「７,４１６万２,０００円（内消費税及び地方消費税額６７４万２,０００

円）」を「７,４７８万９,０００円（内消費税及び地方消費税額６７９万９,０００

円）」に改める。 

変更の内容につきましては、当初、概数としていた構造物撤去工・共通仮設費・用地境

界杭復元測量の数量確定により、６２万７,０００円の増額となったものです。 

次に、報告第１５号。 

議案１９ページにお進みください。 

報告第１５号の専決処分書を朗読いたします。 

専決処分書。 

地方自治法第１８０条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。 

令和３年８月３１日。 

別海町長、曽根興三。 

工事請負契約の一部変更について。 

令和３年７月２９日議案第５６号により議決を経て締結した、町道本別誘導線交付金工

事請負契約の一部を次のように変更する。 

契約金額「５,０１６万円（内消費税及び地方消費税額４５６万円）」を「５,０００万

６,０００円（内消費税及び地方消費税額４５４万６,０００円）」に改める。 

変更の内容につきましては、路盤工において、当初使用する予定であった再生コンク

リート骨材を確保できないことが判明したため、切込砂利に変更したこと。また、地権者

との協議により、取付道路に変更が生じたこと。排水構造物工において、概数が確定した

ことにより、１５万４,０００円の減額となったものです。 

以上で、報告第１３号から報告第１５号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） ここでお諮りします。 

 特別委員会及び常任委員会開催のため、明日９月１４日を休会にしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、明日９月１４日を休会にすることに決定いたしました。 

────────────────────────────────── 

◎散会宣言 

○議長（西原 浩君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

本日は、これで散会します。 

なお、明日は予算決算審査特別委員会を午前１０時から開きますので、御参集願いま

す。 

皆さん、御苦労さまでした。 

 

散会 午前１１時３５分 
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 上記は、地方自治法第１２３条の規定により会議の次第を記載したものであ

る。 
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